














中期経営計画DIC108必達に向けて ②

DICでは、DIC108必達に向け既存製品の拡販を進めると共に、将来を見据えた新製品開発にも注力しています。
市場での評価が高い、当社が得意とする高機能な開発品をご紹介します。

高熱伝導絶縁接着シートを開発1

　熱処理によりフッ素含有基が離脱することを特徴とする、
熱分解型のフッ素系界面活性剤を開発しました。フッ素系界
面活性剤は表面に配向し平滑な表面を形成する効果があるた
め、精密な平滑表面が求められるエレクトロニクス分野向け
のレジストやコーティング材の添加剤として多用されていま
す。一方で、フッ素含有基は、上塗りとのなじみが悪く、ハジ
キが発生するなどの課題がありました。
　このたび開発した新製品は、当社の従来製品と同等に表面
を平滑にする性能を有しますが、200℃で加熱処理を行うこ
とで表面に配向したフッ素含有基が離脱するため、塗膜表面
は添加剤未使用の塗膜と同等の表面状態となります。
　本新製品は、長年にわたって培ってきた、当社の基盤技術
の一つである有機分子設計・高分子設計技術を駆使して開発
した、これまでにない当社オリジナルのユニークな製品です。
　現在、多数のディスプレー材料メーカーでの採用が進んでいます。

熱分解型フッ素系界面活性剤「メガファック DS-21」を開発・上市2
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　高機能な家電製品・自動車部品などのパワーモジュールや、照明などで用いら
れる発光ダイオード（LED）などから発生する熱を放散する用途で使用される銅、
アルミニウムなどの各種基材に、180～200℃で硬化・接着する高熱伝導絶縁
接着シートを開発しました。
　発熱素子の性能劣化を防ぎ、長寿命化を
実現するために、放熱材料の開発が各社で
盛んに行われています。当社が開発したシー
トは、現在主流となっているセラミック材料
よりも大幅に薄膜化できるため、熱抵抗を
小さくすることができます。

将来を見据えた新製品開発
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　DICライフテックでは、通信販売でのみ購入できる
DICスピルリナを使用した新製品「藻のすごい青汁」を
開発、販売を開始しました。
　DICスピルリナの粉末と、農薬を使用せず丁寧に育て
た国産の大麦若葉、腸まで届く今話題の乳酸菌「フェ
カリス菌」を配合し、１杯で理想の栄養バランスを追求
した健康食品です。

DICでは、1970年代より藍藻類スピルリナを加工した健康食品事業を展開してきました。最近では、スピルリナから抽出した
青色素“フィコシアニン”の需要が、合成着色料から天然色素への移行が急速に進む欧米市場を中心に飛躍的に高まっています。

藍藻類スピルリナ

【通販サイト】

　約30億年前に誕生し、高温・強アルカリ
という環境で育つ生命力の強い“藻”。
　アサイーやチアシードなどと共にスーパー
フードと呼ばれ、栄養価が高く、バランスが良いことから、
美容と健康に対する意識の高い海外のセレブリティーの
間では既に高い評価を受けています。

中期経営計画DIC108必達に向けて ③

DIC108でも注目されるヘルスケア食品事業紹介

お知らせ

健康食品
50種類以上の健康・
栄養成分をマルチに
含有。
（ドラッグストアで
 ご購入いただけます）

天然系
食品青色素
氷菓などに使用される
米国食品医薬品局の
認可、欧州規格への準
拠を受け、安全志向の
高い欧米を中心に需要
が拡大。

加工

成分を
抽出

QRコードからの
アクセスはこちらから

http://www.dlt-spl.co.jp/

http://msg.dlt-spl.co.jp/

● 詳しくはDICライフテックのホームページをご覧下さい。

QRコードからの
アクセスはこちらから

スピルリナの屋外培養池

米国子会社
アースライズ社の
培養池
中国の海南DIC
と合わせ、世界最
大級のスピルリナ
培養池を有する。

天然系青色素抽出工場の新設

拡大する需要を
見据え、青色素抽
出工場を新設
（米国子会社アース
ライズ社）
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